
第１４回警察ネット市民集会 

公益通報者保護法は 

内部告発者を守っているか？ 
 

昨年に続いて、広島県警の内部告発（公安警察の旅費・日当の不正経理事件）と鹿

児島県警の内部告発（現職警察官が起こした犯罪を本部長がもみ消そうとした事件）

のその後の報告と討論。組織の不正、トップの不正は内側からは変えられない！公益

通報制度の限界と内部告発者を守ることの重要性について議論する。 

新たに２つの問題提起。１つは、深夜、視覚障害者夫婦の家に数人の警察官が無言

で上がり込んで、「何が悪い！」事件。地裁は違法、高裁は適法と判断。もう１つは、

警察署の留置場のごはんはかなりひどいらしい。これでいいのかというレポート。 

 

 主催：明るい警察を実現する全国ネットワーク 

 日時：２０２５年１２月１３日（土）１３：３０～１６：３０ 

 場所：四谷スポーツスクエア地下１階会議室 Y（都内 JR 四ツ谷駅徒歩２分） 

    https://yotsuya-sports-square.jp/ 

 参加費：千円 

内容： 

Ⅰ 事件報告 

 警察署留置場のごはんの大問題（千葉県警）増田利昭弁護士（東京弁護士会） 

 警察官深夜無断侵入事件（神奈川県警）原告 

 警備課旅費・日当ネコババ事件の顛末（広島県警）粟根康智氏（元警察官） 

  県警本部長犯罪もみ消し事件（鹿児島県警）野平康博弁護士（鹿児島県弁護士会） 

 Ⅱ 鼎談～公益通報と内部告発 

  高田昌幸氏（フロントラインプレス代表） 

粟根康智氏（元警察官） 

  清水勉弁護士（東京弁護士会） 

 

    【問い合わせ先】 

〒160-0003 東京都新宿区四谷本塩町 7番 9号 

四谷ニューマンション 309 さくら通り法律事務所内 

明るい警察を実現する全国ネットワーク事務局 

弁護士 清水 勉、同 出口かおり 

TEL 03(3353)3399 


